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ジャカルタからバンドンヘ

II 
／ゞ ン ド ン市

AA会設のパン ドン精神で知られるパンドン市は， イ

ンドネシアの首都ジャカルタより東南へ約 180キロ， 車

でとばして約 4時間の地点にある。ジャカル ターパンド

ン問の街道は，来訪する各国の高官，名士が会設や観光

で往復する幹線道路だけあ って舗装の行きとどいた快適

なドライブウェイである。

ジャカルタから約 1時間で熱帯植物園で有名なボゴー

ルを過ぎ， さらに 1時間，フンチャソクの峠を越えるこ

ろには，なだらかな山）I知こ茶，とうもろ こしなどの農園が

広がりを見せる。この峠からパンドンの高原までは山問

をぬ ってやや下 りの道であり，すでに外気は消涼でここ

ろよい。

しか し皮肉なこと には，一見平穏無事な緑の山々がジ

ャワ島ではいまだに賊徒の出没する危険地帯である。 最

近では昼間の事故はないが， 夕方から夜間の走行は依然

とし て禁物とされている cその武装匪族は主としてダラ・

イス ラム (J(Ilのイスラム教徒）と呼ばれる狂信的回教徒

である。かれらは独立当時にイスラ ム教国家の建設を主

張していれられず， 野に走り，一時は相当組織的な反政

府活動を展開したが，現在では山間の森林を渡り歩いて，

時には一般市民をも殴う野盗と化している。

これらの匪族活動を制圧するために， 街道の各所には

インドネシア国軍の兵営，または駐屯所が設置されてい

る。走行する自動車はその前面では速度を落とし最徐行

を守らねばならない。この徐行規則は，かつて反乱軍の

一味が車で疾走通過しなが ら兵営に爆薬を投げ込んで逃

げた事件以来と られているという。かってこれを無視し

て走行したイン ドネシア人の技師が衛兵に銃殺された事

例がある。

治安確保や経済統制上執行されている各種の措置（検

閲，報道統制， ヤミ行為の摘発，旅行制限など） は， イ

ンドネシア在住者にとっては緊張感 (tension)を強制さ

れるものがあり， インドネ シアをおおう 特有のムードと
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バンド ン市は海抜 700メートルあまり の高原にあり，

四周は（，まるかに山なみを望んで，涼し く消裸な 町であ

る。

ジャ カルタは戦前のパタビ ア時代から戦後政治経済0)

中心地として急激に膨張し，酷署と1阻曝の町と化してい

るが， これに対しバンドンは学問研究の府として旧来の

姿を維持し ている。 街路は広 くはないが，維大な針葉樹

や熱帯樹の並木が整然と立ち並び， IH［中の各所にl崩水，

花域の緑地がある。

パン ドン市は西ジャ＇）地区の政庁所在地である と同llか

に，スンダ語を話すスンダ人種の文化的中心地でもある

（ジャ ワ島は大別してス ンダ人一西部， ジャ ワ人ー中部，

マドラ人ー東部の 3種族で構成され，それぞれ地方の日

語と習俗をもつ）。戦後l開けた市の南方は中・下流の楷］料

が住んでい るが，北側の旧市街はオラン ダ時代からの戚

壮な洋館が多く ，インドネシア人の学者，役人，禅（裔，外

人滞在者などの上流階級の住宅地である。ハン ドンに家

を持ち，ジャカル タでビジネスを済ませて週末を過ごす

0)はこの地の理想的生活と なっている。 ii£僑と欧米人が

多く，市の人口60万人の5分の 1を占め，また混J(llの美

人が幅をきかしているのもこの都市の特徴である。

パン ドンにある政府関係の機関としては，国有鉄道と

電信電話公社の本庁のほかは戦前の工科大学を含む総合

国立大学）fジャジャラ ン大学，地質調査所，陶磁器研究

所，繊維試験所， パストゥ←ール研究所などの調査／i)[究機

関が主体である。インドネ＇シア政府はこれらの学術・ /iii―. 9 

究機関の拡充強化に力を注いでおり，外国の技術者を招

待して直接技術研究の成果を得る と同時に，最新の機械

装醤を禅入してイ ンドネシア人技術者の育成に努めてい

るのが注目に値する。

このよう なパン ドン市の性格から，外国からの滞在者

はこれら研究機関への技術援助や指導のための学者，技

術者がほとんどで，裔業活動を目的とする商社駐在員は

あまり見られない。援助資金は国連， lCA,コロンホ・

プランなどが中心で，国別にはアメリ カ人が圧倒的で100

人以上滞在している。西ドイツがこれにつぎ，わが国か

らは地質調査，医療，繊維プラントなどの組み立て， 運

転指導柔道教練なとの目的とする10人ほどが現在数で

あるが，その技術や指導方法の優秀性と熱意は公平にみ
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て欧米諸国を抜くものがあり，例外なく良好な声価を得

ている。

III 華低 0) 立場

イントネシアの他の都市におけると同様，パンドンに

おいても物品の流通販売の実権は依然として華僑の手に

ある。一連の排華政策を通じて， 現在では基礎物資の生

産，輸出入などはインドネシア公営企業の手に移されて

いるが，輸送小売り の段階では華商の資本力が製品の在

庫，販売の弾力性を与えており， 店舗の小売り業は華商

の独占の惑がある。

一昨年の中国送遠によ って帰国 した華僑の多くは社会

主義体制下でのその生活は容易でないらしい。シンガボ

ール，香港で新規に事業を営むだけの資本を蓄積した華

商はと もかく， 中国へ帰遠したものの多くは，腕に技術

がな くなれない就労と配給の生活に苦しんでいると いわ

れる。このようなたよりが中国帰遠クルー プからぞくぞ

くと届いた結果，いったん荷をまとめて帰国を決意 して

いた華儒の中からもこの地に踏みとどまるものが相当で

ている。

崩僑の節検と勤労と信用をとう とぶ態度はさすがなも

0)であるが，璽なる排華政策に耐える精神力の強さは予

想以上である。かれらは中国人同志の社会を固めて恨習

を守り， インドネシア人の風俗習恨に同化しない。そし

てイ ンドネシア人への蔑視と不信感を捨てない。その態

度がイ ンドネシ ア人に反映し，富者に対する嫉妬がまじ

って 'i/~僑に対する憎悪と反惑が深まっている。華｛喬の対

日感楕は言語的・人種的な親近感からきわめて良好であ

る。

IV 楽犬的なインドネ シア人気質

インドネンア人の日常生活はわれわれの目からみると
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きわめてのん気なものである。官庁や事務所は平日朝 8

時ごろから 1時半まで，金曜は礼拝日で午前11時半まで，

土曜は半どんで終業となる。事務所から帰って昼食をと

り．，午後の昼寝をして夕方のマンデー，そして 5時ごろ

から晩食の 8時ごろまで自由な時間を楽しむ。訪問時間

は昼寝時間を避けて夕方である。

時間はありあまるほどにあるが，娯楽といえば映画か

おし ゃべりくらいなものである。こ こでは宗教の関係で

避始は一般的ではないので，自然子沢山の結果となる。

南方に共通の早熟性の関係もあり， 30オの婦人で10人の

子持ちというのは普通である。低所得者帰でも多くの子

供を連れているのを見れば他人ごとながら 心配になる

が，食事も衣服もとこ夏の国のことゆえ簡略で， 教育も

国披の補助があるので，けっこう一人前に成長するので

あるう。

郵便局の窓口でも映画館の切符売り場でも，長蛇の列

で数時問も待つのにべつにイライラした表情は見られな

いし，汽車の踏切も15分前に閉じるという 安全第一主義

である。

インドネシア人の楽天性とのんびりした性格は多分に

宗教上の影響と社会恨習からく るものら しい。回教徒は

何り手も神のおぼしめしとして観念するし，個人の努力へ

の無力感が潜在している。 精神的・肉体的苦痛に耐える

力はプアサ（断食）の厳守によ って捉われる。プアサは

毎年 2月から 3月にかけて約 1カ月行なわれる断食で，

朝5時から夜7時までい っさいの飲食と喫煙が許されな

¥,‘o 

もう 1つの要因はインドネシア社会固有の家族主義，

相互扶助（コ·•ノト ン ・ ローヨン） 0）慣習である。農村に

おいては農耕，収樅などの村民の協同作業収益配分の恨

習があ り，都市生活で も成功 した者や金持ちの家には兄

弟，緑者が寄宿して生活のめんどうをみてもらう傾向が

強い。宗教と恨習から影替される諦感と相互扶助は，乏
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しきに耐え乏しきをわかつという面で貧困に対する耐久 これらの機械製品については，性能，価格面のほかに

力を強めるが，一方では個人主義を基調とする生活向上 国内での部品調達の容易さいかんが販売のかぎとなるの

への意欲と財の菩腋にはマイナスになっていると思われ で，インドネシアのように部品補給が輸入制度上定型化

る。 していない国においては，すでに多数の輸入実績のある

v 物価高とその領向

ハントン市の銀座通りに相当するブラガ通りには高級

店舗が並んで，外国輸入品のあらゆるものがある。高級

品に対しても現在は粒人緩和の措置がとられているので

品数は豊富である。ただし一般階級の低所得水準では購

買できないから，顕客は華僑，外国人などがおもである。

このため品物の回転はきわめてにぶく，開店時間が午前

中と夕方 5~8時まででもお客の影はまばらである。ィ

ンドネシア人の日常物資を購人するのはパ・ノサールと呼

ばれる市場で，わが国の戦後のヤミ市マーケットのよう

な雑然たるバラック建物の中で食料品と衣料が売られて

いる。

物価の水準は楡入品と国内産品とではっきり二分され

る。輸人にたよる機械類，電気製品，高級繊維品は大ざ

っぱにいって国際価格水準の 5~6倍以上であるが，食

品，皮革製品など国内で自給生産しうるものはおおむね

低価格1こ維持されている。例をあげれば，中型乗用車75

万ルヒア，電気冷蔵庫中型 6万）レピア， ワイシャツ1000

ルヒアであるが，食料品は米公定 6)レピア，牛肉 100グ

ラム 8)レピア前後である。 1)レヒア 8円の換算レートを

あてはめればこの格差の激しさが推定されよう。現段階

では，輸入品価格の高水準は需給関係に原因があるので

はなく，輸人制度上これら高級製品類が輸入外貨割り当

て上 l米トル 200ルヒア（一般レートは 45)レヒア）の換

算で行なわれ，それに品甘別に30％前後の課税が加わる

結果である。現在は生活用品の輸入が総予算の 1測前後

のわく内で民間輸人業者に1姐放され，供給が持続されて

いるので一時よりは価格が安定している方であり， この

愉入いわゆるフリーリスト品目外貨割り当てが止められ

れば，乗用車，直気製品，輸入食品類の国内価格の騰費

は必至であると思われる。

なお耐久消費財を中心とする輸人品を国別にみると，

輸送用機械（自動車，モーターバイク，自転車）は西ド

イツ，イタリアの市場で，わが国からはごく少数最近輸入

された程度である。もっともトラ・ノク，建設用トラクタ

ー， ジープなどは賠償その他で相当進出しており競争）J

の強さを表わしている。
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品種が阪売上優位に立つ傾向が強い。陶磁器，雑貨，繊

維製品についてみると，日本製品は高級品化して，中国，

香港， インドなどの低級品が進出しており，今後の輸出

市場確保の困難さがうかがえるのである。

インドネシアにおけるインフレーションの問題で興味

があるのは，国1村の一物物価水準と海外でのルピア実勢

相場との間に直接的な関連がないことである。インドネ

シアの通貨ルピアの対ドル交換レートは45)レビア（ただ

し旅行者レートは観光客招致政策で最近実質的に90ルヒ°

アとなった）であるが，現在シンガポールなどでの実勢

レートは 150)レピア前後と伝えられる。

1959年から昨年春ごろまで華僑の中国送遠が行なわれ

ていたころには対米ドル 300)レヒア前後に騰費していた

のに比較すれば，｝レピア貨は 2倍の威信回復を遂げたわ

けである。しかもこの間に国内の一般物価は約 5割の上

外を示している。インドネシアの国内物価は政府支出の

膨脹と生産の低滞で一貫してジリ高の歩調を緩めていな

い。これに加えて，港湾集配能率の低下，陸上輸送の不

足が目だち都市と農村との物価格差を増す状態である。

それで国内物価水準と遊離した実勢レートの緩和の原

因が問題になるが，それは前にふれたように昨年8月に

改正された輸入規則に基づいてフリーリスト品目の民間

買い付けが可能となり，ルピア貨で物資輸入の道がある

程度閲かれたため，ルピア需要が現在旺盛になったため

と考えられている。

この製品輸入策は日用品の需給緩和と国内流通）レピア

貨の吸い上げを図った措置であろうが，外貨面での限界

がくれば輸入停止が行なわれるのではないかと危惧され

るのである。現在，米，砂糖，燃料油などの不足物質は

配給制度がとられており，パッサール（市場）などの自

由価格は公定料金の倍以上で売買されるのが常態化して

いる。

VI インドネシア国民の所得水準

このようなインフレーション下でインドネシアの勤労

階級の生活は苦しい。単純労働階級の所得は月400~500

ルピアで出費の大部分は食費であり， しかも主食は野菜

料理という粗末なものである。年に一度のレバラン（断
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食あけの回教祭）にサロンを一・着新調するのがせいいっ

ばいというありさまでは，能率の低さや不正行為との悪

循環が繰り返されるのみである。

官庁や公営事業の高級職員でも中堅で2000ルピア， 上

級で4000)レビア程度であるが，このクラスになれば住宅，

乗用車が貸与され日用品の支給などの恩てんがあり，実

質的な生活水準は格段とよくなる。バブー （女中）やク

｝キー （料理女）を屑 って育児や家事にわずらわされず

余暇を持つので，わが国の中流家庭よりは1まるかに貧乏

感のうすい道理である。

VII 軍隊の上曽強と彪イリアン尚超

インドネシアは現任国費0)40％近くを投入して国軍の

増強i整備に力を注いでいる。バン ドン市にも陸軍騎兵師

団が設儒され， 所厩の機械化部隊が戦車，装甲車，野砲，

さらに武装兵を満叔したトラ y クを編成 して市内を／玉し

て通過する光似は毎日のよう に見られる。国内の治安維

持と統一確保が国家建設の前提である以上武力第一主義

はやむをえないともいえるが，そのための膨大な国即支

出が通貨の膨張，慢性インフレーショ ンの原因とな って

直接間接に経済再建を阻害 していることも事実である。

現段階では組織的な反乱軍の抵抗は日々におとろえを

みせ，降伏兵が各地で数を増していると新聞は報道 して

いる。 しかし一方で軍事強化の勢いが進んでいるところ

をみると， イン ドネシ アが悲願と する西 ィリアン奪述の

作戦準備に真剣に菜り だしたのであろう かとも思え る。

政府の主要ホストに制服の軍人が配i悦され，軍政色の涙

い現政権のもとでは，国際的な予想を災切る強行措辟が

実行ーされる余地が十分あるといえる。か ~)てのオランダ

賓崩凍結，通貨切り下げ，華僑弾／1：などの政策がその証

左である。

西ィリアン問題は，政府0)キャンベーンにもかかわら

ず民衆的なりiif府を呼んでいない。それには西ィリアンと

イント ネシアが民族的にも習俗的にも全 く呉質の もので

ある こと，．→・舟般国民が独立戦，国内抗争にあいて平安を

組んでいる こと が影響している。

VI11 対 日感 惜

（ ンドネンア人の対日感情は・・·•般によし、としヽわれてし、

る。こ こでは第 2次大戦中にも大規模な戦闘が行なわれ

なかった し，対オランダ独立戦に多くの日本兵士が参加

したこと，人種的 ・習俗的に欧米人よりは近親惑をもつ

ことに よる のであろう。

第 2次大戦中軍政を しいた日本はインドネシアの初等

教育に力をつくしたし，オランダが意識的に行なわなか

った団体体育訓練I•こ力をいれた対オランダ戦闘には，進

んで参加した日本兵が劣勢の戦況にも終始根強く戦い，

文字どおり 草木を食いながらイ ンドネシ ア兵士の陣頭に

立った と伝えられる。

これらの残留軍人，軍属はいまでは軍から淵れて自力

で廂工業を営んだり日本簡社の脳員となったりしてイン

ドネシ ア人の夫人とともに平和な生活を送っている人が

多い。 これらの人々は イント ネシア名をつけられている

が，いまだにインドネシ アの国藉が与えられていない。

現在までこの地にとどまった人々も， イン•ドネシア国籍

を得ずに婦国すれば再入国が容易でなく， これまでに築

いた事業や地位を放附するこ と 1•こなるか ら， インドネシ

ア国籍の取得まで残るこ とを決意している。ただ国内で

の法令適用上は，軍部が発行した証明書により，イン ド

ネシア人と同様にみなされるようになっているそうであ

る。

このように インドネ シアの独立過程を通じて多数の日

本人がインドネシア側に密接な協力を惜しまなかったの

は事実であり，ほかの東南アジア諸国にはみられなかっ

たことである。

しか しすでに独立を達成したインドネ シアの国民惑情

には微妙な ものがあり， 被征服時代のインドネ シアを知

るIH軍人の人国にはきわめて神経質となるのはゆえなし

としない。さ らに政治的には， どこの国でもみられるよ

うに各派の系流があり，決して単純なものではない。--•

般的にも、 イン ドネシア人特有の社会性と人なつっ こさ

を説 日的と見砂・tって， インドネシアの民族惑情と独立意

識の見通しを誤まることは危険である。

経済技術協力のうえでもインドネシアで現在最も必要

なものは技術知識やフ ラント類ではなく， それを事業体

として連用する管理能力であるが， インド ネシア側は資

材と技術の提供，助言をのぞんでいる一方，事業の経営

権の委任は欲しない。「われわれは植民地支配を脱した。

こんどこそ自分たちの主導権のもとで国土建設を行ない

たい」 という 気持なのである。

（アンア経済研究所 海外派辿員）

一府； ノミ、ノ 1:•ノ
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